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94  「幾何学の起源」再考―フッサール現象学のリサーチ・プログラム 
はなく、書く動作とその外形に応じてフッサールの思惟が、フッサールという個体が形作られる。これはゲ
ーテの陰に隠れて、生前、陽の目を見ることのなかった劇作家のクライストが、不意に出会う相手に話しか
けてみることで自分の考えが初めて明らかになると説いたように 3、あるいは 10 年という短い研究人生し
か送れなかった発達心理学者のヴィゴツキーが、幼児は全てを口に出し 「外言」にすることから徐々に 「内
言 （発話なしの言葉）」を獲得し、思考を内面化すると想定した発達プロセスの延長上にある 4。身体運動と
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古く（3 万 6000 年前）、羊や山羊、豚がそれに続き（1 万 2000 年前）、牛（1 万 1000 年前）、馬（6000 年







9000 年から 6000 年前に消滅したとされる 「印欧祖語」にも 「羊(Owis)」という単語があると想定されて
いて、アッカド語の楔形文字で石版に記された 3800 年前の「ハンムラビ法典」にも牧人や羊の記載がいく
つも出てくる 48。さらに下図は、イギリスで発掘されたフェンゲイトという羊などの家畜を囲い入れるため

























































ユークリッドによる 『原論』が著されたのは紀元前 3 世紀、万物を数として理解しようとしたピタゴラス
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